
里
∵
昔
話
有
料
の
検
討

－
声
臭
の
加
東
詰
め
舶
音
と
号
経
と
の
爾
後
に
つ
い
て
ー

∴・・－
二
者
料

三
抑
　
え
形
式
の
分
類

雪
害
魂
　
と
声
兵
略
条
と
の
吋
係

－

－

∵

・

単
音
亘
、
・
議
書
に
止
し
て
伝
承
が
古
い
が
故
に
、
臼
ネ
藷

に
浸
透
し
た
す
漕
l
妄
そ
れ
だ
サ
怠
・
早
さ
苧
え
紘
ば
な
ゝ
な
い

従
っ
て
、
冬
苛
・
「
ヂ
坤
代
に
瀬
叶
ろ
汁
胡
且
単
増
悪
の
中

に
．
は
、
呉
、
菅
に
支
え
ら
れ
た
も
の
が
多
町
つ
七
二
ビ
あ
ろ
う
と

堆
寒
さ
！
軋
・
そ
の
積
在
日
湛
ヤ
瑠
謀
り
字
音
も
・
準
呉
竜
屑
覚
り

音

督

互

首

増

た

り

得

々

と

鼻

え

ら

れ

ろ

。

伺

え

ば

、

′

部

烏

噸

豪
華
に
、
∴
卿
属
し
　
「
確
音
L
、
鈍
間
哀
し
等
と
㌧
て
、
詑
十
＼
れ

た

環

常

は

、

そ

の

康

〃

貴

様

に

於

い

て

せ

視

せ

ら

れ

云

「

弘

撃

が
埼
ろ
ク
そ
の
竺
叶
朝
か
、
耳
．
承
文
l
草
作
品
中
の
渓
謡
毛
ホ

っ
時
の
賽
書
留
科
し
も
ー
一
仁
者
す
ろ
叶
は
大
∵
き
い
．
尽
し
乍
ら

沼
本
克
明

「
方
を
華
上
の
日
常
頒
譜
表
支
え
ろ
宕
書
は
・
人
曾
7
二
郡
軍
曹

（
謹
l
）

糸
今
寺
を
奉
っ
た
と
l

ま
言
い
難
い
兵
、
臼
単
音
駕
芸
：
り
っ
た

が
硬
に
そ
れ
だ
け
秦
化
席
が
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
兵
．
、
l
こ
間

照
が
長
与
。
、
、
九
等
を
塚
青
首
蛸
誓
ま
で
高
の
ろ
ゑ
言
二
∵

そ
り
経
常
過
寵
と
し
て
、
推
奨
寺
粂
常
青
さ
離
礁
す
る
確
音
・

和
私
的
は
解
き
排
礪
す
る
作
業
が

．
重
吉
ま
せ
ら
れ
み
の
で
あ
ご
ろ

、
＼
の
意
味
で
、
、
＼
軋
草
日
常
頭
領
は
、
凄
青
首
均
と
、
－
て
且

そ
の
甘
硝
椎
∵
の
上
か
ら
は
．
こ
接
的
楼
準
巨
粗
l
ニ
帯
か
て
い

う
と
せ
ぬ
ば
お
ら
な
い
百
あ
ろ
う
．

異
音
骨
料
と
し
て
l

ま
、
割
に
、
呉
春
に
頼
っ
て
兼
山
叩
さ
軋

た
小
癖
二
「
笠
、
青
を
洗
骨
斜
〔
字
音
上
乗
）
が
ね
す
う
ロ
ロ
鞠
由

1－
・
主
席
を
育
ち
空
ア
咽
・
泉
ノ
ア
乳
溺
妄
等
を
含
め
て
・
仏
也

の
信
承
艶
濁
音
が
古
誌
を
備
っ
も
の
で
あ
る
音
再
、
乳
に
ふ

苦
節
恵
芸
い
て
悪
さ
豊
来
た
恥
現
れ
㌃
－
、
し
内

戚
な
憎
篠
を
布
す
う
宕
寺
真
土
C
等
春
雷
麿
と
1
て
見
ろ
疇
∫

も
・
単
音
晴
代
隼
ら
ウ
1
▼
の
が
現
存
し
、
か
つ
純
準
度
も
け

乾
的
志
∴
∵
事
の
∵
？
あ
二
て
、
黄
も
有
効
な
塔
寺
甘
利
と
な
．
．

－
吾
（



得
ろ
．
は
ず
で
あ
ろ
。

剖
為
し
仁
者
串
に
狭
ま
れ
号
字
書
は
、
∵
碁
ネ
的
に
様
を
骨

計
′
C
頭
藷
）
と
し
て
？
昔
ぞ
あ
ろ
為
に
、
丸
草
原
の
真
か
ら

、
予
見
ば
、
牧
比
の
申
蹄
吋
・
年
産
k
を
ご
り
ヒ
ム
凪
を
ふ
、
き
五
「
あ
二
つ

即
ち
、
史
郎
㌣
と
l
＝
・
異
音
と
主
と
す
る
字
音
講
が
使
わ
れ

て
い
わ
し
の
・
漢
音
を
主
と
す
る
車
、
号
音
が
使
ヤ
れ
て
い
な

も
の
、
と
い
．
う
六
五
ザ
な
茫
別
豆
可
能
で
あ
有
が
．
￥
れ
ぞ

机
を
絶
潜
、
冴
＝
L
い
う
彙
が
ら
註
る
再
′
．
廊
五
言
、
軍
曹
・
璃

書
皇
若
さ
亡
や
禁
這
㍉
字
音
を
経
音
調
．
に
乾
し
て
恵
「
い

急

変

敏

そ

あ

ろ

∵

＼

芸

か

、

り

言

説

音

劇

中

の

宝

句

を

呉
竜
骨
料
と
「
て
煉
欄
す
う
晴
は
、
日
常
淫
語
の
場
合
と
二
同

確
の
作
業
逆
境
が
呟
宰
な
の
で
ぁ
ろ
。

縫
っ
て
ー
軍
曹
研
東
の
如
率
ふ
は
と
い
う
級
長
か
ら
は
．
又

上

の

三

着

を

総

合

的

に

年

増

を

や

オ

頴

を

表

号

よ

り

も

、

純

粋
確
の
志
∵
苧
環
豆
炭
音
料
を
中
叱
と
し
て
東
挙
げ
ー
ヱ
。
、
L

か
ら
摘
出
T
＼
血
、
凍
教
化
ざ
れ
た
異
音
の
韻
性
格
を
、
日
常

譲
藷
∴
甲
最
え
中
爪
音
‡
モ
課
に
危
二
て
車
線
討
L
、
軍
昔
の

棒
金
在
と
誠
二
「
、
と
い
う
経
常
を
繰
り
返
し
て
行
く
の
が
鼻

毛
、
効
果
的
と
角
、
耳
う
つ
、
＼
孔
が
争
点
の
鼻
音
市
史
に
ポ
叶
る

宴
席
的
能
ツ
花
で
萄
ろ
。

収
、
そ
の
廟
空
耳
声
と
簸
ろ
と
し
て
、
、
、
、
＼
K
問
恕
ヒ
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
異
音
直
読
孝
刑
字
二
「
も
ム
∵
の
セ
㌔
叔
憎

三
田

の
問
題
を
あ
ろ
。

一

口

に

号

骨

壷

読

者

和

と

言

「

て

も

、

恕

凛

の

地

顔

唖

多

頑
に
亘
り
、
か
．
つ
∴
て
孔
等
左
派
溺
し
王
宮
斌
l
ま
一
様
を
l
よ

互
い
も
　
乳
に
討
貴
賓
粁
ご
増
を
二
事
ざ
ふ
㌍
て
い
ろ
過
り
、
、
宗
水

準

白

。

翻

増

が

東

泉

ざ

れ

て

い

ね

の

そ

あ

っ

て

・

年

号

産

能

も

ホ

そ

の

埠

な

極

東

針

経

の

翻

約

か

う

足

れ

得

な

か

っ

た

は

す
で
あ
カ
へ
毅
▼
し
、
＼
．
の
兵
に
「
い
て
は
良
朱
殆
打
線
奇
が
加

え
た
フ
九
て
い
甘
い
ヒ
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本

論

は

・

慧

日

糸

辛

吾

の

倖

泉

社

を

最

終

日

槽

と

う

ろ

筆

箱

の

経

常

温

潜

り

、

そ

の

蒼

ケ

的

申

分

で

あ

う

首

料

萌

と

し

て
、
右
に
迷
へ
た
廊
な
、
皿
揚
ど
ら
．
絃
境
の
種
海
、
伍
長
東

武
の
碑
類
ヒ
単
音
そ
云
∵
も
の
∴
〔
群
れ
「
？
感
に
喝
連
し
て
∴
い
ろ

か
左
、
季
長
の
誓
異
請
を
与
謝
リ
ヒ
し
て
．
咽
・
b
甘
I
。
し
よ

う
と
蔑
′
お
も
の
、
下
あ
為
。

中

濱

群

㈲
軍
曹
直
鹿
骨
粛

時
代
l
項
に
書
見
の
乾
坤
で
畢
奉
げ
ろ
巨
次
の
、
血
く
ご
ろ
空

の
失
墜
償
慮
空
車
皐
、
布
鞄
臭
〔
軍
謹
厳
オ
）
I
春
日
鼓
声
博

士
1
空
事
敵
着
果
堀
席
羅
繕
の
、
字
書
真
し
　
（
「
昌
、
部
長
の

厨
乾
し
所
収
）
に
仝
＝
甲
刺
が
＝
小
さ
れ
て
い
ろ
。
宣
言
完
無

く
万
菅
蒜
斉
末
娘
l
こ
疎
ゐ
碩
華
晋
、
注
が
加
え
ら
れ
て
い
ち
。



⑦
件
放
不
増
不
滅
後
手
専
軍
報
貴
：
ふ
山
寺
一
極
∴
躍
〕
－
示

林
芽
理
博
士
「
局
′
山
芋
平
針
の
荷
車
東
恵
岳
言
つ
ふ
て
」

（
「
仏
顔
芸
術
し
牲
阜
斡
堰
）
に
「
畢
紹
介
あ
！
ノ
ヮ
鳥
∵
菅

の
平
夜
烏
本
命
に
・
優
る
碩
鬼
寺
請
が
和
え
ら
れ
て
い
ろ
。

⑦
大
舶
来
詑
平
皐
確
執
貴
（
弘
光
キ
‥
帝
京
由
立
博
物
飴
、

国
主
司
食
厨
骨
髄
・
大
東
吾
記
念
、
耳
、
確
答
に
令
簡
〕
－
私

産
膿
完
㌍
∵
患
え
寺
歳
失
血
芳
鮭
の
字
書
卓
に
つ
い
て
」
（

「
国
語
華
L
弟
三
朝
酋
膀
）
に
半
時
慈
私
寺
∴
二
蔵
丁
軋
て

い
た
会
に
つ
い
て
．
っ
・
ゲ
前
表
が
示
T
＼
血
て
い
り
、
農
工
貫
の

庁
飯
弟
薔
二
詫
セ
1
h
L
l
⊥
L
I
T
L
の
革
ま
が
叩
え
、
シ

乱
て
い
カ
。
声
真
言
二
ご
ア
ハ
車
上
玄
人
）
を
E
翻
し
・
右

渦
は
一
転
邑
別
し
て
‥
な
い
り
ま
ま
噸
殊
に
長
物
薄
が
加

え
ら
れ
て
い
ろ
り

の
空
説
大
阜
新
堀
五
経
束
喜
‥
席
料
去
（
石
L

L
l
草
津
）
1
∴
来

庁
夜
烏
普
注
、
朱
テ
兵
C
東
京
江
見
年
＜
一
〇
阜
三
＞
ふ
「
姜

）
と
選
年
額
名
書
、
ヱ
C
催
事
孔
五
＜
一
一
二
〇
＞
）
移
鼻

と
が
看
ろ
。
声
上
界
は
事
を
正
利
レ
・
、
L
と
議
書

‥
L
と
濁
音
レ
．
王
て
て
区
別
し
て
い
ち
。

鼻
骨
l

ま
潔
の
華
く
そ
あ
う
。

「
係
官
恵
与
べ
日
三
日
篭
該
者
西
田
紫
ヰ
安

中
∴
・
言
・

、
経
本
呼
野
∵
丁
・
、
（
岡
噂
し

ハ
握
羞
竺
舘
甘
∵

1
エ
ヘ
・
尊
卑
辛
八
日
九
白
東
平
、
こ
闇
切
句
了

ぺ
増
含
羞
、
乙
木
鉢
食
町
未
筒
テ
l
。
丁

官
、
多
　
樽
嘲
六
川
丁
切
断
一
　
　
　
　
」

⑤

新

法

遺

草

絶

撮

疎

、

朔

如

兵

（

沸

教

千

春

ノ

ー

朱

壕

属

寺

注

二

朱
声
臭
そ
こ
「
草
二
吊
り
嗜
甘
同
時
加
で
捜
疎
翻
り
㌍
与
で
l
あ

ろ
ら
　
葺
乎
塙
急
告
注
が
ま
ま
有
ソ
、
、
八
も
・
咤
み
掬
か
貴
と

去
一
乙
ら
れ
る
っ
　
貫
け
瀬
見
再
発
ダ
ニ
嵐
†
有
！
1
　
一
号
嶺
食

和
知
、
一
箪
商
彗
餉
乃
至
を
町
縞
∵
代
の
！
も
　
み
∵
と
諷
㌣
わ
山
「
卑

欄
外
に
一
カ
的
の
み
止
木
方
二
川
淳
二
か
捕
　
え
ら
れ
て
い
ろ
。
声

、
鼻
は
攻

1
・
・
・
P
I
工

コ
「

l

」

・

′

Ln
C
冊
ま
　
で

L
l
I
I
I
L

部
長
丁
‥
血
て

＝
－
リ
。

言
や
輔

Lし
「
新
ふ
禰

一

l

こ

．

　

－

．

．

．

一

一

　

一

．

ふ

　

　

　

．

「

l

　

　

　

　

　

　

　

　

い

．
T
l
I
I
L

1

】

－

．

J

「

「1「
．

日

⑤
l
蒋
相
違
吼
主
　
宰
　
年
長
C
す
埠
毎
年
）
1
号
梓
債
鬼

、
苛
立
．
へ
娼
し
搾
ト
二
璧
後
巷
丁
）
ヒ
在
「
二
号
立
て
芹
が
加
∵
乙
ら
血

て
い
　
ろ
ク
　
朱
句
拘
束
と
首
唱
多
幸
が
車
を
ミ
キ
＜
　
二
、
一
ハ

ハ

＞

昔

時

の

も

の

。

、

駐

車

束

は

懸

軍

と

考

乏

う

k

ろ

。

受

先
声
産
吏
二
∵
・
攻
め
よ
う
、
ね
声
ト
貫
の
前
式
が
確
固
什
ご
り
血

て
　
い
　
入
♂
．
。

二
三



0

′
－

。
一年

l

［

」

一

〇

　

　

　

〇

e

…
完豊

l
ト
′

い
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
し
．

。。耳富
0
0

奥
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
ハ

「
仁
を
三
号
六
円
サ
三
日
於
㌻
東
統
御
虜
徹
学
問
所
賜
比
I
I

書
了
J
「
以
上
墨
書
〕

仁
宰
三
年
十
一
日
廿
三
日
亥
時
於
西
御
門
御
重
や
出
御
。

泉
梱
厘
錆
錯
誓
／
切
勺
吾
ノ
畢
／
寿
司
汐
門
骨
頂

同
年
間
月
田
日
子
埠
為
明
年
慈
恩
倉
竪
養
手
島
私
紀
項
目

増
え
　
（
以
上
泉
書
〕

（
叫
孝
一
）

へ
利
苧
ニ
）

（
利
孝
三
）

（
利
登
ふ
〓

（
利
息
千
五
）

（
利
筆
六
）

「
増
額
盈
思
L

「
達
永
二
キ
泰
二
目
中
句
作
1
／
碓
律
師
円

・玄」

「
増
額
覇
権
僧
正
鋤
放
し

「
嫡
領
複
少
僧
都
叩
蛍
」

「
如
奥
書
者
詳
本
也
観
官
／
懇
戚
え
／
千
時

員
冶
五
年
二
日
廿
九
日
／
雨
中
記
と
／
璃

領
ロ
ロ
L

「
菜
坤
尊
慮
腺
壊
円
、
t
L

一
二
六

L
「
か
し
の
就
き
濁
音
・
H
誉
爪
が
た
さ
れ
て
〓
る
が
、
「
O

L
l

ま
後
草
あ
る
い
は
別
筆
・
朗
唱
－
！
、
あ
た
る
り
こ
田
平
わ
∴
孔
ろ
二

③
仏
説
観
鉢
物
菩
薩
上
年
一
勲
章
咤
東
経
障
乾
期
臭
へ
高
山
寺

本
）
－
乳
片
仮
名
号
謹
、
束
声
真
読
∵
粕
ラ
「
〕
堆
て
い
ろ
。

声
臭
は
四
声
一
の
み
と
区
利
し
、
濁
音
を
「
‥
L
T
示
し
て

〓
ろ
。
利
に
錬
倉
、
響
朝
の
墨
片
像
名
号
注
が
ま
ま
湘
え
ら

弟
て
い
ろ
．

。

⑦
太
般
若
経
巻
三
百
九
十
八
寵
疎
期
臭
（
金
剛
輪
寺
本
）
－

束
庁
促
革
早
年
失
声
臭
が
加
え
う
軋
て
い
る
。
声
臭
は

四
声
臭
の
み
を
区
別
し
、
濁
音
を
「
‥
L
で
糸
し
て
い
ろ
。

⑲
円
党
経
巻
上
嘉
蔵
二
年
真
（
恵
山
与
太
）
！
墨
片
仮
名
普

、
迂
と
墨
風
声
束
ヒ
が

み
七
ハ
二
且
刺
し
、
　
「
　
0
。

巻
下
（
加
東
廟
L
）

「
真
義
二
幸
六
月
七

聖
え
ら
壮
て
〓
ア
空
　
士
ヂ
臭
は
四
声
の

L
で
濁
音
を
【
着
し
て
〓
ろ
。
僚
各
の

の
奥
書
は
、
変
の
朝
／
＼
で
あ
う
。

日
比
を
功
孝
　
願
以
甚
功
徳
往
生

㊦
㊥
議
連
単
組
眈
晩
期
史
（
聖
衆
束
誓
寺
本
「
1
告
憲
意

・
昔
、
江
、
先
ず
良
が
加
え
一
う
戯
て
い
る
。
声
臭
は
四
声
の
み

を
区
別
し
、
濁
音
を
「
‥
L
　
で
示
し
て
＝
る
。
ま
ま
「
諭

新

卒

え

帝

監

確

聞

笥

密

展

上

磯

喜

聖

二

孟

芸

†

」

①

大

方

石

角

華

厳

経

C

八

十

巻

本

〕

骨

董

元

年

束

を

三

以

下

会

五

十

二

番

へ

高

裁

青

嵐

「

土

警

慧

笠

芸

蒜

′

、

朱

声

臭

が

加

、

与

っ

机

て

い

る

。

－

声

臭

は

m

「

声

気

∵

サ

家

二

年

糾

し

ら

し

〓

ろ

い

1

‥

」

で

濁

音

を

一

爪

し

て

〓

う

。

ま

ま

嘉

頚

二

年

の

後

筆

を

え

、

う

。

皐

三

の

奥

書

を

荒

せ

ば

l

史

の

伽

ノ

＼

で

あ

【

笠



「
食
養
え
年
若
日
七
日
浪
合
了
　
限
坤

毒

禰

二

年

輌

五

月

十

五

日

え

膏

虎

魚

了

　

円

卑

」

◎

大

オ

え

祐

筆

鹿

経

へ

貞

九

本

　

）

富

貴

ユ

キ

東

町

十

竜

（

東

寺
本
L
 
I
墨
埠
債
鬼
、
苛
注
、
朱
声
鼻
が
卿
え
ら
此
て
い
布
。

声
美
l
ま
　
同
声
の
み
を
芭
別
し
　
て
＝
ろ
。
、
…
し
　
そ
濁
上
背
を

【
后
し
　
て
‥
わ
。

に
恵
誼
の
細
篠
が
な
キ
い
れ
て
い
　
ろ
。
単
産
∵
像
見
て
甘
ヰ
「
、
先

声

真

が

柚

え

ら

れ

て

い

る

の

　

昔

笥

声

東

が

喜

ま

加

え

ら

れ

て
　
い
　
る
が
、
こ
れ
　
l
音
別
在
乃
至
碩
草
l
。
あ
た
ち
も
の
で
′
あ

ろ

う

。

努

ま

は

　

声

の

み

き

正

利

し

、
り
　
」
　
で
澗
吾
左

適
中
の
卑
官
を
吊
や
蝶
々
の
湘
く
そ
あ
ろ
。

「
覚
喜
こ
ヰ
二
日
廿
、
六
日
未
碕
療
藤
尾
侭
溝
川
森
林

、
易
衛
オ
切
勺
畳
　
簿
卑

前
号
に
回
し
、
く
、
高
山
寺
で
如
ト
貰
十
＼
l
軋
た
も
の
で
あ
ろ
。

⑮
華
譲
渡
草
案
頚
食
初
潮
真
へ
某
ノ
医
庫
）
－
朱
声
喪
が
和
え

、
b
打
て
い
　
ろ
。
声
貴
は
廓
声
の
針
を
直
別
レ
、
宇
二
二
昭
式

は

頭

の

華

く

で

あ

奇

っ

新
　
渇

⑯
金
弘
明
黄
浦
三
線
嫌
食
、
御
勘
貴
（
恵
山
奇
才
）
－
豊
年
嶺

専
主
と
号
喝
声
妾
が
抑
え
ら
れ
　
て
い
え
こ
・
声
濾
二
は
　
町
主
′
の

み
t
C
芭
新
し
、
、
0
。
し
　
そ
瑠
書
7
妾
＝
希
し
　
て
い
　
ろ
。

⑮
大
穂
若
絶
鋳
金
神
鞠
鼻
「
志
如
宰
印
八
幡
、
宮
本
）
「
衆
辻

僅
和
ん
「
、
年
中
八
幡
告
最
大
l
舶
弟
波
路
客
多
練
り
、
苛
注
へ

音
粁
L
 
L
　
（
　
1
か
ま
藷
と
、
郭
長
音
解
し
　
籠
ふ
二
三
野
所
収
　
）

一
重
し
て
い
ろ
．

⑱
大
鹿
若
鯉
連
長
大
与
璃
ト
阜
（
東
上
者
人
草
釘
海
尉
見
せ
、
丸

東
急
放
念
吏
l
⊥
々
空
蔵
、
）
－
寄
年
収
名
書
注
．
朱
声
妾
が
加

え
ら
孔
て
．
い
ち
フ
け
声
ト
泉
は
田
を
乃
み
女
二
色
別
し
、
1
声
L

で
濁
寺
を
肯
二
桝
「
て
い
る
。

巻
一
言
東
宮
l

末
々
の
如
く
で
あ
る
。

1
C
恥
峯
十
一
）
1
〓
父
了
し

津
野
在
∴
∴
た
叫
ふ
誓
坪
絃
／
達
長
上
へ
与
、
卵
二
一
日
廿
へ
伯
熱

血
官
オ
l
肢
丁
場
正
常

（
墾
筆
≡
1
成
句
基
声
付
服
應
畢
増
車
偉
L

（
別
巻
＝
三
1
吐
絶
唱
冒
坤
ネ
願
主
勢
州
＝
：
、
郡
小
雪

聖
人
／
涌
瓦
永
蛮
乏
／
、
軍
永
丁
五
年
描
六
。

目
へ
▼
日
下
茶
珂
、
こ
蜃
七
号
・
乙
」

⑪
亙
鞭
岩
無
産
長
六
年
嗜
＝
具
（
汚
毒
寺
4
）
1
号
ヰ
収
風
音

連
、
登
園
声
東
が
伽
え
ら
壮
て
い
ろ
。
声
臭
l

ま
炉
声
り
み

妾
正
利
し
て
い
ろ
。
「
0
。
L
で
濁
寺
を
最
し
て
い
ろ
ゐ

巻
五
色
即
．
十
五
の
奥
書
は
環
の
能
く
で
も
．
う
・

「
・
遭
長
六
年
七
打
薇
合
二
f
L

‡
這



⑱
4
4
競
大
々
二
㌢
乳
手
絡
、
温
水
六
年
項
皇
〓
∵
東
寺
ネ
J
 
I
遷
せ

垣
鬼
専
注
．
軍
㈲
声
麦
．
ザ
加
え
ら
れ
て
い
．
う
。
声
長
は
l
讐
声

の
み
き
芭
粧
し
、
．
1
　
㊥
L
　
で
濁
音
を
一
小
し
て
言
．
復
〃
叡
青
嶋

曙
の
如
上
で
あ
り
書
写
蹄
と
甘
l
訂
同
時
期
の
和
上
束
百
革
み
。

「
丈
、
瑞
十
一
年
」
へ
日
東
弛
小
托
、
虜
末
一
軒
今

三
八

が
、
画
定
「
飼
付
二
軍
の
ふ
竺
重
言
よ
布
と
喝
里
わ
れ
ろ
。

東
ウ
魂
く
そ
あ
ろ

廿
日
、
乙
了
輯
禄
．
轟
鬼
醸
せ

㊥
妙
法
運
筆
経
盛
会
中
細
鼻
（
大
森
烏
龍
も
、
千
席
杏
）
－
署

拝
仮
風
音
注
、
朱
声
臭
が
棚
え
ら
軋
て
い
み
．
苦
尊
重
に

は
昂
光
軸
鞠
の
絶
賛
も
、
一
年
つ
七
い
ろ
。
声
妄
言
号
頭
の
二
酌
式

の
　
御
く
で
あ
る

°

　

”

百
m
ト
果
さ
れ

て
　
い

ろ
。

一・、一”日．・．．－・

l
⑳
巌
喰
禽
諭
銭
金
や
銅
臭
〔
人
壷
を
こ
笠
竃
丈
庖
よ
こ
∴
「
鼻
に

よ
り
坤
五
車
線
が
契
な
み
。
壕
も
右
∴
∵
t
勺
は
鮭
今
月
項
晶

青
空
・
朱
声
彙
㌣
儀
食
中
廟
の
郭
ま
で
、
、
＼
虹
は
憂
患
に

加
ト
長
ヤ
、
れ
て
い
ろ
9
　
巻
三
、
七
l
　
八
に
暗
更
に
商
売
∵
畢
湘

只

領

の

軍

キ

堰

弟

音

詩

が

加

l

牟

b

れ

て

い

ろ

。

⑳
サ
ネ
蓮
華
絶
盛
食
中
腐
臭
〔
春
。
壷
、
大
東
急
患
烏
麦
ネ

オ
）
－
昔
時
領
空
是
と
空
音
・
上
ま
豊
頃
華
美
、
が

蜘

え

ら

れ

て

い

ろ

。

音

声

裏

は

別

克

ヒ

あ

た

る

も

り

ヒ

考

え
う
九
九
‥
」
－
ア
菜
l
才
⑱
と
固
い
形
式
で
加
え
亡
J
れ
て
い
ろ
。

㊥
妙
斗
直
筆
絶
礫
倉
中
軸
臭
へ
春
日
嫁
・
嘲
、
蒜
食
同
音
鹿

本
）
－
墨
拝
復
窯
∵
昔
譲
二
朱
夕
貴
が
竺
き
ら
れ
て
い
ろ
。

、
＼
の
他
に
、
墨
片
頒
鬼
音
速
が
数
草
奇
々
が
い
牟
虹
も
帝

虻
朝
接
線
の
確
草
と
思
わ
れ
ろ
∴
軒
を
軒
の
他
に
思
声
真

が
抑
え
ら
れ
て
射
り
、
ぞ
の
印
度
年
代
l
正
二
瑚
ノ
臼
．
k
L
扱
い

朱
声
貞
l
ま
わ
へ… り
形

式“

で
・一・

軸
上
質
†
∵
れ
て
い
　
ろ
。

㊥
大
方
、
耳
華
華
廃
絶
（
、
芥
↑
芭
碁
′
）
亙
幸
二

三
年
真
峯
ニ

ぺ
下
計
三
下
獲
．
（
恵
山
青
年
「
「
畢
埠
硬
鬼
音
義
、
朱
土
ア

真
が
加
え
ら
れ
て
い
を
ナ
ふ
ダ
妄
言
時
間
を
二
り
み
安
「
荘
別
し
、

、
・
“
L
　
で
瑠
寺
を
＝
尽
し
て
い
る
千
本
鹿
定
一
旦
∵
り
も
二
り
ネ

正
尊
二
年
八
⊥
　
三
q
ノ
。
＞
十
．
R
〈
∵
養
二
　
か
、
と
止
車
三
年



十
一
日
へ
巻
五
十
五
．
）
　
に
か
∴
汀
て
和
束
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
。

巻
こ
　
の
奥
す
こ
こ
荊
せ
ば
碑
の
朝
く
下
二
あ
∵
ろ
二

「
　
又
壊
矛
云
／
鼻
頼
二
年
師
七
吋
十
長
日
空
也
叫
林
尽
竹
い

内

債

易

切

勺

夜

勤

ア

ぇ

密

／

音

簿

／

壕

諸

賢

牟

／

生

年

が

六
　
十
　
七
．
君

津
保
ふ
「
年
十
一
日
せ
、
不
日
牟
高
▼
山
寺
一
義
了
作
壕
ネ
火
H

壌
／
太
守
尊
蛸
、
毘
ヰ
斉
、
唐
本
合
一
瀬
7
号
　
角
や
本
草

甘
了
／
ギ
足
　
（
ぺ
上
本
奥
書
）

正
脊
＝
「
年
　
↑
日
．
三
日
於
西
山
曝
尾
西
各
棟
座
食
わ
句
“

斉
璽
／
麦
半
丁
　
　
朝
玄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

⑳
天
才
太
完
華
廃
盤
へ
八
十
拳
ヰ
「
革
奉
二
笠
等
、
堅
竺
二
号

嘉
え
え
与
莫
着
二
状
1
汁
五
十
一
着
C
高
柳
咄
寺
本
〕
－
正

を
四
年
か
ら
妄
言
這
年
ぺ
旦
っ
て
加
填
さ
れ
、
和
漢
有
精

は
㊥
に
合
一
く
同
じ
で
、
あ
ろ
。

孝
二
の
奥
音
と
末
世
ば
攻
升
如
く
で
あ
る
P

「

正

字

旧

年

聖

言

せ

七

日

竺

晶

山

寺

商

号

ふ

吻

句

＃

／

準
え
丁
．
加
え
し

甲
良
へ
の
、
懲
盾
は
崖
十
重
の
本
密
書

1
ニ
三
春
二
止
R
十
町
日
牲
椋
阜
十
え
憲
虎
責
了
／
弁
斉
し

′

ノ

1

、

＝

に
廃
っ
て
、
在
心
㌘
二
年
八
一
T
「
暦
ニ
V
ま
で
塑
ソ
娼
ご
㌻
事

が
知
ら
ル
カ
。

⑳
大
、
空
々
誉
華
厳
絶
C
昏
－
軋
塵
〕
嘉
五
二
年
臭
を
一
双
下
計

三
十
六
拳
（
高
山
寺
本
J
 
I
⑳
、
命
と
同
じ
く
ね
毒
さ
れ

7
し
い
　
ろ
。

単
一
の
卑
官
を
吊
吐
ば
々
り
効
く
百
あ
る
。

1
蓋
え
た
「
年
朋
十
「
日
五
日
竺
高
空
守
面
会
僅
虜
ぺ
／
†

無
毒
捜
臭
ネ
安
定
等
了
　
朝
、
葛
等
　
」

⑲
中
鴇
璃
碩
嶺
食
後
．
聖
足
〔
春
甘
貼
「
・
呈
、
斤
五
年
刊
、
竺
東

に
寺
単
音
備
え
ニ
ー
免
車
を
二
「
卦
が
加
え
、
b
九
二
し
い
ふ
て

声
点
は
次
の
　
形
式
で
㌍
嘉
さ
れ
て
‥
‥
ろ
二

・

l

1

－

‥

一
一
新
補
・

⑳
耳
碩
学
埼
飯
食
綾
部
貴
へ
感
、
丑
層
愈
嘲
宮
銀
杏
）
1
号
ヰ

僅
鼻
音
謹
、
束
車
ト
頃
が
如
▼
こ
ろ
L
ノ
軋
て
い
ろ
。
化
に
未
婚
嶺

鬼
寺
・
注
が
．
右
＝
ウ
ボ
∵
。
、
＼
丸
は
食
て
を
町
歯
の
確
筆
で
あ
ろ
。

泉
声
鼻
は
⑳
と
叫
一
り
・
彩
ま
で
加
重
十
、
九
て
い
　
ろ
。

⑳
砂
請
毒
草
繹
南
兄
軸
期
束
C
春
日
頼
・
杷
誓
茹
五
、
斉
廠
貞
誇

五
年
雲
㌣
大
料
を
早
雲
左
京
）
1
号
ヰ
仮
免
脊
注
・

7

朱

士

ア

真

が

卯

え

ら

れ

て

い

ろ

。

い

す

軋

1

有

精

ヰ

年

の

！

刊

毎
と
何
ト
ふ
甥
り
加
左
手
〔
載
わ
れ
入
「

朱

声

奏

せ

凍

り

形

式

で

加

え

、

？

れ

て

い

　

ろ

q



⑳
妙
法
蓮
華
絶
命
ふ
〓
甲
率
真
（
杷
彼
第
十
度
飯
、
ぺ
東
急
、
記

念
、
亀
有
や
J
「
都
塵
奉
唱
は
㊥
と
固
い
さ
あ
ろ

⑳
妙
音
蓮
華
絶
布
地
朝
潮
．
臭
（
、
東
和
翌
且
璃
勧
併
呑
）
－
巻

嶺
こ
㌣
リ
苗
十
　
三
布
目
ま
で
塚
尊
貴
が
聖
え
ら
れ
て
い
な
。

声
真
は
身
の
彗
式
で
加
妄
ヤ
＼
心
て
い
力
。

言
石

声
真
は
仰
声
の
み
き
だ
削
1
て
あ
り
、
尊
貴
の
町
で
請

濁
l
ま
芭
刺
し
て
l
、
互
い
。
伸
し
・
可
瀞
「
？
声
真
岡
エ
ア
長
の

都
く
宇
扱
、
入
鹿
左
耳
墾
す
る
、
‡
ア
伺
、
で
あ
る
が
、
ヰ
軽

毒
睦

次
可
知
撃

ロ
い
晋
上
菅
幸
撃
噂
便
空
餞

ロ

と
ユ
う
ち
▼
　
1
｛
聖
　
し

（
漣

」
虎

大

敗

と

寸

ノ

ろ

2

ノ

　

）

促

し

・

平

軽

・

入

軽

は

全

席

骨

が

少

年

い

為

、

更

別

∵

す

る

條

魚

か

ど

う

ず

は

不

明

で

あ

る

。

㈱
、
音
義
・
乍
甘
賓
料

葉

書

虐

施

賃

料

に

滝

等

J

ろ

も

の

と

し

て

頒

印

し

埠

各

号

奉

客

号

音

料

を

腐

食

時

代

ま

で

の

も

の

．

に

つ

き

晴

代

頑

に

翫

挙

l
ず
る
と
頭
の
加
㌻
＼
ご
あ
ろ
。

①
盆
乾
坤
最
埴
土
寧
音
義
（
大
東
急
意
l
怠
、
丈
庵
庵
）
－
束
脅

三

年

ハ

一

D

七

九

V

に

秒

出

さ

れ

た

も

の

を

、

巻

一

～

着

十
．
の
謹
、
質
を
塞
き
出
し
、
、
尊
と
、
訓
と
互
譲
し
た
｛
の
で
あ

り

、

碑

忠

告

l

こ

朱

声

式

が

加

え

ら

血

て

り

や

け

　

喝

ぬ

増

車

音

大

「

支

ト

へ

つ

＝

て

鞠

べ

て

み

ろ

k

∴

訓

読

、

て

平

で

青

浪

さ

れ

ろ

も

の

ー

即

ち

号

音

藷

∵

と

ー

現

乃

－

オ

ー

が

葬

り

憂

∴

ワ

ら

肛

て

l

－

る

か

ら

㍉

空

が

し

1

号

尊

亙

説

の

為

？

菅

薮

と

1

本

言
え
な
い
が
、
考
考
ま
で
．
に
軍
産
ふ
リ
ろ
‥

て
げ
韓
声
U
は
∴
サ
i
オ
㌣
二
瑛
喜

声

兵

固

守

何

ら

が

の

せ

車

膏

っ

エ
小
吉
為
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で

」

「
　
癒
し
　
は
、
轟
音
に
ポ
い

に

一

視

す

る

か

ら

、

、

ゝ

り

て
L
I
頂
奮
．
叫
声
錮
疎
密
き

あ
る
盲
は
咽
う
車
で
あ
ろ
。

・
取
っ
て
、
・
、
＼
．
の
声
真
癖
lよ
庫
哉
ヒ
ぱ
仰
ソ
離
「
て
尭
え
ね

凛
正
し
こ
誉
∵

母
国
言
質
本
類
零
点
善
か
杢
菅
註
：
単
音
注
－
本
音
の
牢
且

鳴
瀬
風
音
写
碕
K
ご
て
は
頑
、
誌
が
無
＝
。
一
二
応
遺
骸

に
従
い
平
を
末
勘
巌
五
ヒ
l
L
了
、
‥
こ
畢
挙
げ
ろ
：
和
書

草
ヰ
点
呼
（
及
び
作
り
と
4
＝
育
毛
二
り
が
二
へ
佃
二
の
み
上
欄
ろ
∴

葉
音
注
は
議
席
r
「
隼
頒
1
大
破
束
二
讐
亨
痺
し
ド
轟
ろ
二
百
∴

（
返
十
）

簸
た
先
学
の
薗
†
＼
正
た
凍
り
で
も
云
：
⊥
阜
密
ふ
「
畢
音
立
の

…
鵠
榊
葦
㌶
㌍
帯
締
轟
㌶
昌
轟

と
す
れ
l
甘
、
、
＼
の
和
音
漣
・
見
専
漣
は
共
に
大
廠
農
経
書

薇
に
碕
て
奄
承
T
＼
れ
た
字
書
と
局
え
ら
肌
l
ろ
事
に
二
な
ろ
う
。

捜
し
、
今
単
面
の
開
塾
ヒ
し
て
＝
l
ろ
声
美
に
つ
＝
て
の
み



言
え
ば
・
真
輿
、

淋
項
者
〔

法
湖
東

公
促
の
二
原
虫
∵
彗
ま

C
淫
　
ら
）

掌

隼

と

希

え

ら

れ

で
は
な
／
ヽ
、
名
義

み
〕
二
が
一
貫
上
て
加

東

し

た

と

鼠

な

　

の

が

妥

阜

さ

あ

為

。

そ

の

声

束

は

、

和

音

・

軍

曹

黄

に

等

し

く

平

上

表

メ

町

空

戸

が

正

利

†

＼

机

、

「

．
L
　
を
濁
音
に
、
甘
二
C
 
l
ろ
ク
　
＼
＼
の
他
に
補
劫
持

し
　
を
蒲
、
、
、
・

ヽ

号

と

1

て

l

欄

事

を

二

心

去

′

り

ト

　

「

レ

」

が

催

回

さ

れ

て

＝

ろ
。

③
車
軸
薦
発
奮
帝
（
局
皇
丁
を
）
－
長
寛
二
軒
＜
＝
、
言

∵
孝
明
書
写
。
八
鹿
君
絶
、
号
考
は
∵
頒
礎
本
条
車
乗
属
鼻

骨
に
1
∴
果
云
L
と
し
て
、
孝
の
、
昔
、
注
が
引
嘲
十
、
人
て
い
る

事
乳
譜
の
霊
　
㌢
q
思
最
悪
纂
華
引
用
の
1
g

云
－
」
㌘
音
譜
二
k
は
熊
十
二
テ
菜
が
ふ
え
ら
れ
て
い
ろ
の
き

あ

ろ

が

・

、

＼

の

石

山

寺

五

二

㌧

廿

嵐

に

放

ェ

声

兵

が

郎

え

ら

れ
て
〓
な
‥
、
ロ
　
輯
々
に
脚
を
、
b
h
て
い
ろ
婁
圏
声
占
天
（
催

し
奇
、
革
質
に
仕
泉
声
吾
が
押
え
ら
れ
て
い
る
が
、
、
、
k
l
‡

貴
書
ヒ
は
　
「
尺
別
l
て
老
l
そ
得
ろ
三
じ
チ
問
と
す
る
）
は
．

羊
土
星
入
　
り
町
声
り
み
き
正
利
し
て
い
ろ
言
謂
音
l
ま
　
1
か

し
　
や
、
濁
音
は
、
画
し
　
首
肯
」
倒
し
て
い
　
る
．

㊥

法

華

経

単

字

－

保

娃

二

年

八

：

－

1

二

八

＞

準

吏

墟

早

や

　

庫

と

は

巻

音

義

で

あ

り

．

周

年

車

に

墨

嘲

声

真

、

長

物

に

焦

声
奏
が
そ
れ
ぞ
れ
捕
え
ら
れ
て
い
ろ
ゎ
・
音
」
に
辛
上
土
へ
、
へ
＋
の

l
p
声
の
み
女
二
巴
卸
し
、
1
。
」
　
で
増
、
1
　
叫
　
L
　
で
濁
、
苛
と

蒸
∵
す
ノ
。

華
尊
兄
の
l
ま
、
巻
末
に
落
ち
ろ
カ
二
「
声
七
↑
の
雁
二
∵
分
廿

で
為
＝
ソ
‥
売
「
甚
＝
∵
畢
壷
千
鋒
養
　
L
　
の
音
．
事
に
汁
五
二
う
ち
二

ス
え
ル

1
。
本
弓
諸
、
宇
′

．

－
1
1
．
ハ

一
本
冒
濁
乍
ハ

レ
熟
濁
字
ハ

3
本
ヨ
り
濁
し
心
ヲ
鴻
ス
芸
梁
ハ

0
。
本
絹
和
瑞
未
揉
蔀
濁
し
ル
バ

ー
靖
瑠
泉
消
・
埼
メ
l

L
へ

0
詣
瑠
患
訣
ム
靖
い

つ
諸
濁
催
恵

ゴ
戴
打
写
せ

農
業
上
下
寄
せ

遭
策
五
㌢
三
旺
首
セ

し

・

・

．

‥

且
禰
順
も
伽
羅

峻
嶺
劫
如
伽
坤
璃

紫
固
費
醸
せ

①
浅
草
終
着
㌧
錦
倉
勅
勘
登

碁
、
丈
は
部
分
攣
晋
着
。
巷
盲

よ

リ

ヘ

丁

泉

ま

で

〔

盲

牽

碩

羅

食

璃

製

を

〕

増

軋

幸

に

対

し
て
片
頂
点
喜
連
と
睾
闇
声
束
．
ボ
舶
∵
之
ら
‥
軋
ア
＝
為
，
、
＼

孔
は
平
云
「
雲
人
の
　
閻
声
の
み
手
二
色
別
し
、
。
L
　
で
璃
昔
、

「
　
如
　
し
　
′
で
璃
恵
を
こ
正
し
て
＝
巧
。

本
官
碑
に
、
懲
り
て
も
音
字
な
の
は
養
粛
二
二
誉
ラ
ろ
糖
の

華
キ
し
．
ア
真
岡
と
諷
富
よ
∵
重
力
二

碑
塊
津
鋳
小
芸

上
演
二
才
芸

戸
と
尊
堂
丁
堅
要
領



本
璃
（
喝
。
王
酎
鮮

如
濁
ミ
　
藩
簿
▼
　
五
音
l
　
功
癌

本
欄
－
　
鼠
藍
　
葡
上
－

木
浦
討
議
∵
．
止
揮

ヰ
糾
輝
夫
竺
巾
瑚
－
管
乳
　
職
権
　
吉
事

璃
瑠
未
決
孟
迄
？
く
　
且
鯖

璃
濁
任
皐
　
　
喝
破
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

確
賀
春
の
山
田
各
種
博
士
の
解
髄
に
有
乃
漣
リ
、
ネ
音
は

右
の
、
罷
速
ま
罰
＼
予
元
来
宕
給
し
て
い
た
も
の
「
旛
ご
㌣
ラ
血

ば
・
右
の
洗
埋
l
ま
A
、
亨
の
「
卑
と
し
㌣
蒔
五
号
卿
か
ら
在

し
た
ー
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
、
本
音
は
先
述
⑳
汚
革
紐
単

需
票
、
㌍
最
譜
誓
㌫
㌍
精
霊
轟

を
如
ろ
資
料
と
な
し
得
ろ
事
に
雇
人
V
の
二
ビ
あ
う
二

⑥
新
発
華
腐
慧
日
義
へ
恵
山
寺
本
）
－
嘉
禁
を
＜
：
こ

七
＞
志
叫
奇
書
逓
増
、
宰
ト
醇
二
年
草
。
本
丈
は
巻
音
義
。

熟
語
鞄
で
喝
む
し
、
羞
債
l
こ
朱
ヰ
促
名
書
注
を
加
え
、
下

に

長

物

乃

至

呵

昔

年

漣

が

示

し

て

あ

布

。

掘

叡

客

に

朱

声

臭

が

加

え

て

あ

る

が

、

全

薦

平

上

五

入

の

間

声

ウ

み

・

T

，
∴
　
で
璃
・
「
‥
」
　
で
指
事
そ
ー
れ
し
て
い
ろ
。
、
＼
の
鴬
鼻

が
青
島
桐
の
盈
「
㌣
あ
ろ
、
＼
と
は
・
攻
の
各
藩
の
オ
皐
に
食

っ

て

知

ら

れ

布

の

呑

‥

そ

山

肌

頁

、

示

し

て

あ

く

。

三

三

「

貴

料

三

年

哀

六

日

二

日

が

雪

面

山

／

賂

そ

こ

攣

易

華

0

0

南

三

本

、

こ

音

義

／

サ

窯

、

乙

塙

白

布

噂

領

敏

子

／

可

侵

外

・

l

象

尖

／

花

革

質

沙

門

喜

藤

」

①

貞

元

孝

鹿

紋

音

義

（

、

高

山

寺

ふ

J

I

年

毎

二

年

＜

：

一

二

八

＞

宰

・

体

裁

、

細

長

形

式

等

全

て

⑥

ド

ニ

筍

ト

二

朕

上

◎

①

二

重

l

未

大

正

軌

帝

大

巌

経

第

五

十

七

巻

－

。

麺

皐

起

し

て

収

戚

「

ら

れ

て

い

ろ

。

⑨

大

鶴

基

経

音

義

巻

上

へ

鯨

窮

余

塵

）

－

腐

食

初

劫

写

。

喝

忠

卑

え

び

喝

、

苛

幸

兎

に

叶

し

て

朱

声

寿

が

が

そ

ら

れ

て

い

ろ

（

移

し

塘

出

告

へ

l

甘

確

が

∴

二

千

上

主

人

の

①

声

の

み

．

」

で

商

寺

き

京

し

て

い

を

二

巴

刺

し

．

、

、

・

」

で

塙

、

、

．

ろ

。

⑨

叡

智

捜

本

類

贅

免

毒

妙

知

音

注

・

裟

音

詩

「

⑦

り

鼻

基

本

に

尊

布

を

首

T

l

ま

、

髄

音

速

単

音

遠

藤

に

周

項

庫

を

参

照

し

っ

つ

七

・

駒

鳴

・

増

補

が

竺

え

ら

孔

、

子

二

「

最

、

記

法

も

疎

を

さ

れ

て

い

る

・

一

こ

此

二

に

経

っ

て

、

声

貴

も

、

部

会

的

に

甲

骨

登

ネ

と

く

い

ち

が

い

が

見

出

で

し

机

・

、

＼

の

エ

仏

基

本

の

礫

者

が

攻

め

て

紘

一

的

に

見

事

し

た

も

の

ヒ

見

え

ら

れ

鼠

そ

の

声

喪

l

よ

基

本

的

に

図

号

客

席

と

［

甲

じ

く

．

、

平

上

左

入

の

車

声

の

ふ

二

空

也

刺

し

、

、

∵

L

で

璃

音

、

1

仰

L

で

箱

書

き

ネ

し

て

い

空

、

＼

れ

l

て

補

助

符

号

と

し

て

「

レ

」

が

濁

音

箪

中

毒

の

け

二

間

い

ら

れ

了

∴

∵

空



⑲
大
一
般
羞
経
春
着
（
束
毎
寺
本
J

O

甲

本

三

†

養

－

私

営

九

年

＜

一

二

　

八

六

＞

写

。

主

と

し

て

同
音
牽
注
に
晋
喧
声
麦
が
　
湘
え
実
れ
て
い
る
　
へ
　
華
L
普
ま

す
l
て
l
空
や
却
渦
車
掌
に
声
妾
吏
柚
云
て
い
ろ
L
l
。
平
上
皇

大
　
の
闇
声
の
キ
去
諌
「
糾
し
、
「
。
L
　
で
瑞
音
、
、
O
。
」
　
で

濁
音
を
、
市
し
　
て
い
ム
二

〇

乙

ヰ

三

十

五

泉

－

や

赤

と

蝶

が

向

上

増

の

首

写

声

：

め

っ

て

、

声
ト
異
の
如
ト
貰
光
も
二
呵
い
　
く
　
蘭
声
の
尋
を
芭
射
し
、
1
・
L

で
蒲
、
音
、
、
O
。
L
 
F
瀾
T
、
苛
を
示
し
て
　
い
ろ
。

ハ
⑧
⑲
豆
、
放
鳥
藤
崎
ユ
1
　
本
船
義
経
、
音
義
二
二
禦
窓
、
凍

え
属
」
　
に
簸
乃
　
）

三
、
加
東
形
式
の
分
類

異
音
直
最
賃
料
∴
㌣
於
て
、
声
音
が
何
時
に
空
耳
†
し
血
て
来

ろ
廊
言
「
甘
み
の
l
ま
、
平
や
竣
功
ぺ
確
り
音
と
喪
二
左
と
「
れ
み
て

、
＼
の
真
言
（
ノ
い
て
は
確
に
も
ふ
れ
二
？
珂
云
‥
軍
ろ
ふ
、
梵
ら
く

呉
書
が
声
軸
認
藷
と
深
く
か
ず
れ
ろ
亨
な
／
＼
信
義
L
k
L
L
い

う
崩
隼
草
精
が
飽
ん
ひ
い
ろ
り
で
あ
っ
て
、
堤
、
音
声
、
確
は
、

漢
、
吾
学
習
l
。
郎
発
さ
れ
て
早
年
埠
鞠
戻
頚
に
血
塊
し
直
さ
軋

た
二
り
ネ
二
は
な
言
が
∴
L
え
え
ろ
ク
①
栗
城
催
超
絶
．
⑦
仏
ま
不

増
不
滅
翁
の
趣
き
字
青
菜
に
も
、
耳
い
は
、
恥
稟
普
龍
を
主
軋

♪
＼
十
う
ら
、
聖
貴
賓
鼎
I
に
漱
こ
I
、
学
麿
、
謡
、
中
潮
の
晋
料
に
は

事
象
を
二
鼠
・
凱
ヰ
9
拳
は
項
＝
択
互
い
　
C
百
、
あ
う
。

斗
督
竣
塊
状
彼
．
声
ト
実
が
　
釈
真
さ
れ
る
楳
∵
に
な
っ
　
て
か
ら

の

音

料

に

着

て

は

・

そ

の

埴

真

形

式

に

」

ぺ

き

く

二

　

つ

の

森

組

が

軋

ら

れ

ろ

事

は

甘

辛

で

あ

る

。

好

古

二

千

上

五

入

∵

り

呼

声

の

み

き

互

別

寸

わ

糸

絶

ヒ

、

Ⅷ

声

の

他

に

是

鴬

罷

声

・

7

人

と

デ

と

正

別

す

る

糸

経

と

で

あ

カ

。

今

、

＼

虹

を

更

に

そ

れ

ぞ

れ

の

下

命

正

分

き

施

し

て

、

旦

壷

酌

な

皆

窮

鳥

と

塞

せ

て

纏

め

て

ネ

ち

と

攻

の

や

く

に

か

サ

ち

二

H

誓

ア

の

み

を

正

利

す

る

系

絶

私
璃
渇
き
正
潮
せ
こ
と
逆
占
大
の
み
爪
「
も
の
ー
◎
大
破
君
経
、

音
義
の
金
亀
山
竺
貰
鴫
手
二
讐
耳
鼻

各
務
・
．
濁
鋤
．
の
こ
癖
の
声
長
の
＋
P
の
－
⑮
魯
説
六
・
号
対

l
妃
五
経
、
①
妙
法
直
幸
耗
、
．
③
弥
如
上
生
魚
∴
由
夫
盛

男
練
．
⑲
円
凄
絶
．
㊥
㊥
㊥
⑱
◎
九
・
才
、
み
4
4
草
庵
埠
、

⑲
金
妃
明
電
鴫
五
経
、
⑬
⑯
⑱
大
磯
基
経
、
⑲
礪
敦
夫

卓
碑
略
五
経
、
富
貴
⑥
①
⑤
⑯

d
精
・
　
本
瑠
…
∵
新
濁
富
の
三
種
の
夕
貴
を
芭
刺
す
埼

も
の
・
－
㊥
㊤
砂
鉄
蓮
華
綻

慧
声
り
他
に

q
 
T
∵
？
伽
二
き
鞄

式
　
の
・
も
　
の
　
I
I

の
闇
碩
虐
止
漣

毘
富
羅
声
、
フ
入
声
を
匹
永
す
み
系
組

∴



嵐
、
竺
　
㊥
㊥
成
増
激
論
・
⑳
中
頭
伯
領
、
⑳
勅
語
遺
草

絶

息

次

の

彬

式

の

も

の

1

－

⑪

⑯

②

㊥

斬

請

凄

華

絶

宗
一
ス

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

「
酌
瑠
↓

①
サ
埼
音
草
漁

春
着
⑳
埼
草
鮭

昇
一
一
口

l
1
－
1
－
－
．
．
1
1
．
－
＿

l

単
音
／
音
義
◎
鴻
葦
練
、
漕

方
に
見
ろ
廟
に
、
男
尊
鏡
に
彿
て
l

ま
、
全
て
の
首
籾
に
亘

っ
て
一
律
の
加
東
整
式
が
水
内
さ
れ
て
い
う
の
ぐ
l

ま
、
瑞
く

凄
絶
奥
に
承
っ
て
和
轟
が
育
ろ
事
が
咽
ら
か
か
あ
ろ
っ
町
号
、

勅
請
蓮
華
膵
、
域
嗜
哉
嶺
、
m
櫓
空
風
鼠
、
丈
、
中
潔
燭
碩
l

。

唄
っ
て
Ⅷ
多
妻
以
外
の
声
真
が
竺
亙
ら
れ
て
い
ろ
二
芸
、
あ
あ
二

で
は
点
り
堪
な
刊
ト
異
形
、
式
り
相
達
が
出
現
し
ト
、
原
飽
様
ど
、
L

l
こ
森
ヰ
フ
ろ
の
で
あ
ろ
う
小
。

乎
上
五
入
の
声
の
み
と
邑
別
号
ろ
も
り
t
C
声
形
、
天
、

二
品

こ
れ
に
毘
宙
羅
声
と
フ
入
声
の
′
芭
卵
が
加
わ
る
も
の
と
大
声

形
式
、
更
に
平
声
軽
、
入
声
軽
の
芭
別
が
加
．
巾
ろ
も
の
を
人

声
勒
式
と
サ
1
1
ミ
と
ち
る
と
／
　
声
　
ふ
・
八
声
形
式
は
、
①

声

形

式

と

甚

髄

に

し

て

！

て

れ

さ

れ

の

亨

五

胡

三

豊

調

音

を

車

間

的

l

蒜

放

し

た

鯉

果

と

し

子

軒

下

呈

ア

ト

窓

外

秘

し

て

行
っ
て
振
、
正
し
た
も
の
ご
あ
為
打
鍵
隼
が
恵
い
。
③
大
観
富

経
、
㊥
仏
説
、
一
八
年
神
岨
上
経
の
や
き
比
較
的
古
い
資
料
が
呼

声
前
式
ご
加
東
十
＼
れ
て
∵
句
の
沫
t
　
異
音
の
声
調
鴇
領
が
な

さ
れ
入
こ
欄
に
な
っ
た
モ
ア
潮
朝
的
結
婚
至
友
映
し
て
い
る
▼
と

見
ろ
李
が
出
来
ろ
。
尊
貴
の
食
尤
明
薄
嗜
五
線
音
義
が
甲
声

酌
が
ご
ぐ
ふ
∵
ウ
の
も
ホ
両
棲
に
者
え
ろ
亨
が
鮎
来
る
で
あ
ろ
う
ゐ

そ
し
て
、
弟
に
列
奉
じ
た
残
存
首
斜
l
。
夜
船
ば
、
、
＼
壮
写
り

骨
柄
頭
の
後
に
値
置
す
？
も
の
と
し
て
、
、
天
±
ア
形
式
、
八
斉

彬

式

が

・

塙

東

経

奇

書

の

泉

志

二

二

解

奴

と

し

て

堆

硯

ざ

れ

た

冒
ア
形
、
式
と
∴
新
た
に
草
間
的
に
楳
討
す
う
事
に
、
瑠
フ
て
尊

き
ぬ
で
L
 
k
仁
と
産
え
r
二
年
ろ
事
が
出
ふ
猫
ろ
∴

板
、
＼
二
り
大
声
形
式
と
八
十
戸
的
⊥
札
の
多
∵
組
、
即
ち
肴
に
鞘

と

し

て

分

鎖

し

た

蜜

魚

に

頂

け

ろ

　

乱

、

丘

、

C

の

開

催

㌣

つ
＝
て
考
え
て
み
が
絡
げ
二
旬
ら
な
∴
二

と

牟

礼

と

各

と

の

開

催

で

あ

ろ

。

＝

の

両

局

り

関

係

は

、

乎
軽
・
入
軽
を
芭
別
∵
苛
ノ
今
か
し
年
い
云
二
y
あ
考
が
、
、
し
の
平

垂

、

大

盤

は

・

環

青

線

嶺

に

革

み

声

璃

変

化

の

鍵

寛

を

え

嗅



L
も
厳
寒
l
こ
糠
的
∵
亨
「
孔
て
い
な
い
の
が
臭
味

す
り
ろ
も
　
の
で
あ
　
っ
　
て

固
一
骨
料
　
の
中
－
ぐ
　
あ
ノ（

＝
の
こ
　
つ
の
声
麦
l
‡
代
将
の
さ
れ
方
が
慈
恵
的
で
あ
っ
て
、

こ
の
声
臭
が
便
画
さ
れ
て
い
　
る
か
い
な
　
い
か
l
J
形
式
を
正
利

す

る

決

恵

的

単

作

と

は

な

っ

て

＝

な

い

ヒ

鬼

え

ら

べ

き

を

あ

カ
。
根
号
す
れ
ば
、
先
に
n
ふ
へ
声
的
式
、
各
「
人
声
形
式
と
尊

ん
だ
も
の
l
音
結
局
は
．
向
一
冊
オ
ノ
に
噂
す
る
も
の
と
し
て
処
理

考

べ

き

．

ご

あ

っ

て

、

基

本

的

に

は

千

上

哀

人

と

毘

宮

品

声

・

7
．
入
声
の
大
承
り
土
て
貫
き
一
吐
刺
し
、
偶
々
と
に
加
え
て
平
轟
、

入

率

と

正

利

し

た

し

の

が

八

声

形

式

と

し

て

亀

現

し

た

と

凍

え
　
て
　
よ
　
い
。

叔
土
　
の
∵
n
二
掛
　
l
こ
対
ち
ろ
C
の
暗
礁
は
′
互
尊
で
あ
ろ
二
〝
＋
帥
∵
富

久

G

は

本

絹

と

∴

J

・

新

瑞

で

1

．

，

L

で

泉

示

す

為

の

に

対
し
て
、
d
増
本
欄
を
↓
こ
　
し
、
薪
掬
を
、
L
 
L
　
手
鼻
示
し
、

r

　

∵

、

・

∵

－

‡

判

の

機

能

を

付

与

さ

鳳

て

い

ろ

と

い

う

基

本
的
な
如
上
漣
が
蕗
す
る
の
二
y
萄
力
。

こ

の

¢

方

、

耳

と

現

て

加

長

さ

華

た

具

体

的

壌

斜

と

し

て

は

鮭

の

挙

例

に

軋

ろ

通

り

、

管

見

で

は

⑤

直

叙

寺

本

サ

環

蓮

華

紘

一

真

の

ガ

で

あ

る

。

こ

れ

に

奇

轟

音

料

と

し

て

⑳

請

草

魚

単
号
、
⑤
語
草
経
書
．
を
魂
う
事
．
が
叙
来
ろ
l
†
れ
∵
ビ
！
も
l
、
∴
て
の

他
の
照
枚
、
鎌
倉
、
・
前
革
勃
々
が
そ
．
れ
ぺ
硬
の
多
解
の
賓
禍

の

平

に

全

く

見

出

さ

れ

な

∴

∵

事

を

状

て

胡

乱

す

れ

ば

、

、

＼

の

c
オ
式
の
硬
噂
は
一
比
敦
的
組
餉
闇
で
あ
っ
た
ヒ
思
わ
れ
ろ
．

避
寒
な
年
代
的
眼
走
は
出
来
な
い
け
甚
ど
も
、
鮨
局
C
、
訂
恵

は
千
単
作
ぶ
て
ふ
竺
撃
瀾
K
が
け
て
巷
蠣
†
＼
れ
て
そ
の
埼
喝
の

う
ち
に
　
仇
オ
、
式
へ
唯
収
絶
一
、
ヽ
＼
れ
て
奪
つ
た
と
尤
え
る
べ
き

で
あ
わ
う
。

扱

二

千

年

竣

潮

1

掟

諏

灘

に

、

C

、

竺

式

の

や

さ

声

美

が

碩

怖
さ
軋
得
た
事
に
　
つ
い
　
て
．
は
、
＞
て
孔
年
リ
ウ
青
果
が
育
っ
て

と
番
え
ら
れ
る
。

現

在

晋

料

で

、

頭

領

・

葉

音

と

と

は

を

、

、

黄

も

古

く

声

臭

さ
加
え
た
も
り
は
、
・
官
多
を
宴
「
珂
筍
恕
し
ヒ
エ
ー
ー
・
わ
孔
て
い

ろ
。
、
＼
り
賃
料
ふ
∵
得
、
竣
故
知
ま
千
、
に
r
：
「
根
汀
声
卓
の
乾

式
が
嗅
心
隼
、
そ
．
甚
隼
が
ど
の
凝
領
機
能
と
与
え
、
ち
「
山
一
て
い

た

か

を

紅

顔

し

て

ヰ

ろ

と

々

り

華

く

で

l

あ

る

。

丈
雛
鳥

l
－
周
風
神

一
時
、
代
一

一
一
L
　
首
他

ワ
ー

幹
巌
聖
察

鵡
夫
軌

嘉
鼠
平
竣
「
淳

一
寛
平
埠
望
経

、
足

3
帰
航
禁
絶

午
畠
貴
這
豊
首

せ
昔
時
∵
頂

遮
音
項
壊

「

…

．

．

1

1

－

、

．

1

、

－

1

F
も
鶉

年

中

．

膏

へ

中
庭
∵
．
、
；

圭
輔
．
努
碇

こ
′
　
　
ヽ
．
′

止
へ
唄



漢
書
楊
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寺
や
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論
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壬
⊥

．

．

1

一

●
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ム
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T

つ
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．

n
V

り
L

ワ
L

Q
I

n
U

斥
患
丁
鰊
哀
賛

巻
大

患
東
本
恵
求

朱
ト
芙

大
骨
．
坤

青

棄

　

て

㌻

、
ン
．
∴
其

－

i
冨

澤
一
針

金
坤
界
犠
軌

大
日
常

食
和
寒
撮
れ

瑠
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岡
－

濁
一

甲
一

週研
一

落
書
一
喝
寺

H
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．

ウ

＿

ヽ

ヽ
ノ
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芯
篭椎骨

－
観如堪

毛色
恥

も
一
七
甲

、
康
幸

七
井
耳

汚
濁

蒐輿
掛

へ
を

請
、
奇

瑞
・
巷

宙礁宮、P．

か
す

鞍

五三鞠

示
・
∴
、

．

・

∵

．

．

ヰ

t

I

j

．

－

．

．

，

．

7

．

．

．

甫
曳

丁
＋

r

h

曇
撃
乍
寧
詑

「
草
五
号
奈
羅
一

ト
確
凰
塙
軌

旦
揖
章
魚
扱
え

6

轟

詣

上
す
碍

由
語
句

竹
夫
敏
男
経

上
旬
護
、
六
号

沖
賢
二
上
潅

獲
劫
J

．
天
与
丸

夜
こ
せ
五

円
金
恥
翠
か
龍

こ
硬
　
平

二
八
　
年

望
ハ

監
ハ

つI・

墓
一
円

こ
ヽ
－
′

一
語
1

貰
う

T

．
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環

妄
八

㌢㌃
涌

こ
′
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＝

－
．

書
一

昔
一

都旦旦空欄
一

喝
一

浪RIH

濁
、
苦

準
養

え
＋
句
∵

ヽ
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ヽ

▼

五
首
∴

・・…二・・

濁
音
一

右
泉
に
鼠
・
・
ら
れ
る
礎
に
、
穴
櫛
高
僧
。
。
。
年
頃
　
碓

濁
真
が
使
博
さ
れ
る
事
に
な
る
の
き
あ
る
が
、
、
＼
の
餉
二
組
橡

か

ら

、

閥

放

軸

に

サ

け

1

て

′

弓

．

1

　

叫

　

L

　

‥

L

、

一

し

　

1

　

L

 

L

草

の

符

号

が

・

濁

音

は

外

の

穣

鹿

と

も

与

え

ら

れ

て

債

申

さ

れ

て

言

為

の

ご

あ

ろ

。

声

夷

l

ま

、

ラ

コ

ト

束

と

l

ま

契

り

、

錦

食
具
債
・
、
・
L
　
は
楕
書
．
、
ル
　
L
 
l
ま
瑠
奇
、
宰
「
1
て
貴
書

首
融
∴
∵
取
っ
て
、
；
　
l
甘
亀
濁
、
寅
ご
て
近
∴
そ
永
二
で
可
整
式
わ

ま

綿

と

、

、

え

て

組

一

さ

れ

て

1

憩

う

と

烏

え

ら

れ

わ

の

ご

あ

「
　
て
、
、
、
中
林
な
雅
狂
の
吠
混
ぺ
立
っ
　
て
石
の
ヰ
、
寧
後
顧
～

掟

故

知

の

吠

淀

を

克

之

れ

甘

、

丁

凄

ぞ

・

の

時

期

に

承

て

痛

、

女
献
“
＼
と
は
・
′
　
封
は
取
を
さ
れ
た
小
薬
部
ご
と
に
東
白
の
声
．

臭
．
の
磯
田
が
誇
客
†
＼
れ
て
い
た
∵
り
ネ
二
の
↓
・
て
、
受
ず
L
t
捧



々
巧
言
㌍
紘
一
が
替
玉
　
ヤ
、
れ
ば
か
、
′
仁
と
考
え
ら
れ
　
る
の
ご
あ

り

、

正

に

、

＼

の

戚

な

背

景

が

有

っ

　

て

U

、

す

式

の

載

き

声

貴

の

至
宝
が
有
り
絹
∵
た
と
毒
え
∵
ヲ
血
云
二
ど
ら
う
う

甲
∴
貰
政
と
声
臭
体
糸
と
の
間
作
－
。
つ
い
て

不
は
項
に
二
　
右
に
述
べ
て
末
た
奉
声
臭
酌
ま
∵
の
音
竺
∵
は
櫛

に
敗
因
ち
ね
も
の
；
∵
あ
ろ
う
か
。

理
も
く
、
＼
の
都
連
l
ま
、
息
告
糸
に
来
ろ
貴
書
堀
承
オ
請
の

遠
汁
に
紋
倒
す
ゐ
も
り
ご
あ
人
∵
っ
ゎ
　
＼
＼
の
鹿
央
が
、
⇒
・
豪
放

と
の
闇
夜
悍
〓
！
議
定
し
て
み
ろ
五
官
に
古
こ
て

▼
　
警
ア
の
・
他
に
監
、
冨
羅
声
、
フ
入
声
を
邑
別
す
る
勒
式
　
（
爵

項
で
∩
＿
各
L
C
l
た
も
云
！
）
　
の
こ
平
も
昌
「
∵
骨
組
「
は
愈
二
㌣
増
血
宝
塔

昧
丈
で
あ
る
∵
、
＼
の
卿
専
務
は
そ
の
鶉
事
に
壌
つ
て
叩
亡
J
が

な

如

く

増

穂

寺

法

相

常

闇

確

名

で

み

ろ

が

ら

、

淀

故

知

に

、

＼

の
形
、
車
が
癖
鵜
寺
環
和
宮
や
使
呵
さ
札
て
＝
た
事
・
味
p
R
ら
ゲ

下

卑

ろ

ゎ

そ

の

確

、

㊤

㊥

耳

鳴

瀬

翁

、

⑰

甲

藷

櫓

頑

な

ど

の

法
相
患
岬
聴
音
に
、
＼
　
の
、
す
ず
二
ぐ
の
　
柵
二
貫
が
見
ら
軋
る
か
・
う
∴

環
禰
朱
で
l
本
増
故
灘
朕
鰭
一
貫
し
て
、
」
の
形
式
が
廠
ご
甲
さ
血

て
い
　
た
一
と
・
東
：
孔
ら
：
孔
　
あ
‥

、
＼
血
に
対
し
て
、
C
形
式
は
①
簡
裁
寺
庫
華
沫
毒
草
韓
に

戒
印
さ
れ
、
同
時
に
九
泉
産
法
華
経
、
菅
、
傭
埠
を
環
車
線
単

年
に
九
蘭
が
有
る
も
の
ご
あ
ろ
〝
　
現
在
す
る
詭
二
二
画
数
妄
ふ

朱
色
二
軍
を
二
の
ろ
：
、
爪
、
埠
卒
鱒
吾
、
潰
革
紐
単
を
貴
l
こ
　
蚤
∵
岩

魚
∴
㌧
閻
芸
や
膏
リ
と
さ
れ
て
い
る
（
矢
ム
】
l
鹿
穀
孝
、
塔
に
。
明
覚

へ
　
迂
∴
川
　
）

ヒ
蘭
礁
東
リ
と
　
さ
れ
た
り
は
菜
息
初
博
士
　
で
あ
　
っ
　
て
、
碩
車

扱
単
専
巻
末
の
五
十
ヰ
二
閥
が
、
咽
蛍
「
え
官
権
瑞
L
 
K
 
T
敬

す
る
事
、
汚
草
絶
秦
五
平
末
「
∵
1
噌
中
、
易
晦
L
　
と
あ
り
、
明
覚

は
．
、
哺
・
＿
易
し
と
赦
し
た
尊
．
な
ど
が
そ
の
相
撫
と
さ
れ
て

い
う
）
沖
∴
打
ち
、
、
＼
の
C
オ
式
が
エ
ヘ
台
、
吊
憎
に
僅
フ
て
竪
『

さ
れ
史
印
さ
れ
　
て
、
l
た
可
能
性
は
高
日
．
の
ナ
ビ
ふ
っ
ろ
：

筆
箱
も
㍉
別
の
鹿
央
か
、
う
、
、
芸
、
竺
式
が
久
ム
ア
官
載
蛍
が

主
祭
－
た
も
の
で
あ
ソ
為
と
考
え
る
に
亘
っ
た
。
恥
㍗
三
軍
丸
正
、

＼
＼
の
C
、
方
式
不
壊
珂
▼
†
＼
れ
て
い
空
ア
東
の
番
号
豆
、
三
千
県

教
卓
．
に
於
て
硬
嘲
ナ
＝
れ
　
て
り
t
a
ノ
「
ト
ト
貫
で
あ
る
1
両
骨
を
奏
し

乃

至

「

奄

嗜

酸

鼻

L

を

巷

に

し

て

賓

明

で

ら

：

軋

た

と

鼻

も

ぢ

収
ろ
古
竺
下
あ
云
：

品

数

寺

本

試

華

経

の

声

貴

．

ほ

、

浅

草

線

単

与

・

法

華

盤

音

の
声
寿
と
草
本
的
l
こ
一
級
寸
る
　
り
そ
、
企
7
武
乾
し
て
画
数
寺

本
・
叫
声
臭
？
勒
・
を
風
虎
示
し
て
み
ろ
と
、
竣
っ
七
噂
や
あ
る
。

1

少

　

し

、

一

J

 

I

 

L

 

L

 

l

‥

　

し

　

1

…

し

　

1

4

　

L

、

「

　

L

＼

＼

血

等

の

符

号

は

、

何

考

の

暮

超

と

な

る

も

の

も

敦

く

架

が

叫

考
稟
さ
れ
た
と
風
も
よ
＝
ノ
も
、
叶
等
か
　
の
敢
行
・
笥
ノ
ろ
V
ヒ
、
〆
ト

が

希

っ

て

坦

租

I

t

と

見

る

の

が

白

無

二

ぐ

恵

∵

包

。

U

て

の

と

、

ノ

ト

と

し

て

呈

骸

告

諭

∵

手

元

賞

掬

さ

れ

て

＝

た

ヲ

コ

ト

真

が

名

え

二
一
盲



ち
か
∵
勺
享
∴
㌧
な
入
．
耳
、
そ
の
　
ヲ
　
コ
ト
真
に
牟
て
　
∵
右
ふ
∵
七
商

の

等

号

を

全

て

廟

え

堪

え

て

い

ろ

も

の

を

野

リ

敦

ま

∴

竺

う

ば

、

尽
台
東
軸
困
り
、
あ
算
‥
宴
L
　
と
、

か
存
在
し
甘
い
・
亨
が
分
ろ

しハの

淳
一
日

で
あ
ノ

壇
、
憎

〕る
へ

耽
奏
し
　
の
こ
立
へ
現
し

葦
ら
く
、
、
の
＝
か
d
t

が

が

宴

席

に

な

っ

て

、

C

、

万

、

式

が

出

来

た

ヒ

考

え

て

大

理

五

日
　
予
あ
ろ
う
。

こ
の
菜
か
ら
ま
ず
C
、
万
、
耳
が
天
台
恵
み
単
に
敢
為
、
属
物
で

あ

う

亨

の

一

つ

り

橋

竜

と

与

え

ろ

革

が

亀

女

∵

る

の

轍
顔
二
㌧
　
C
、
方
式
が
犬
舎
こ
宗
よ
り
碇
フ
た
と
す
る
事
に
対

し
て
今
一
つ
付
か
せ
ら
ち
べ
さ
け
・
本
元
黒
酢
　
「
　
「
し
承
∵
で
泉

下

軋

る

と

∵

つ

束

で

ぁ

ろ

。

冊

声

体

系

の

声

泉

喝

早

は

　

「

ネ

璃
l
ま
、
”
し
㌦
一
般
的
ご
あ
布
巷
㌧
　
九
五
∵
ド
醗
志
「
通
り
　
で
あ

み
。
と
、
＼
ろ
が
大
台
崇
申
確
の
湘
真
に
な
ろ
と
考
え
、
う
血
l
ろ

「
び
前
条
奥
汚
畏
誰
裾
壌
完
」
、
2
1
無
尊
卑
・
華
泉
崎
巌
咋
増

長
儀
軌
」
　
で
l
ま
、
瑞
真
が
　
1
1
　
」
　
で
．
示
さ
れ
て
い
ち
の
二
ぐ
あ

ろ
。
こ
の
亨
l
ま
、

（
錮
‖
∵
‡
く
て
、
（
錮
＝
∵
雷
雲

ヒ

ぢ

フ

て

、

そ

の

他

の

声

ト

環

が

舟

抽

†

＼

れ

た

も

　

の

と

し

て

C

形
式
が
成
立
し
た
事
を
、
重
し
て
い
ろ
　
り
九
、
あ
二
　
て
、
・
こ
一
句
壷

か

う

も

、

C

帝

式

が

天

台

寛

厳

号

に

放

る

竃

生

で

あ

っ

．

た

事

と
⊥
甲
警
付
す
る
‥
？
ご
あ
よ
「

二
二
八

と
、
ろ
予
、
2

0
菰
魂
や
坤
掬
罷
総
撰
養
環
の
譲
竜
由
1
に
「
南

泉
易
し
と
い
う
胡
麻
‥
夜
ム
二
、
＼
の
南
泉
虜
は
、
天
台
－
在
り
1

官
蜃
し
の
晋
孟
増
の
在
フ
完
と
⊥
㌫
禁
二
、
万
芸

堰
醜
喪
も
賢
母
の
泉
の
増
が
頒
喝
し
た
三
高
わ
れ
ろ
。
猿
島

堆
増
十
∴
煉
れ
甘
、
、
＼
の
牢
憧
t
鑑
真
は
最
鞠
か
ら
壷
為
的
ヒ

花
環
さ
、
軋
・
た
∵
う
コ
ト
桑
で
ち
リ
、
山
門
塊
に
恕
て
、
寺
門
塊

の
空
碁
真
l
h
打
水
ち
為
、
五
靖
で
十
一
世
紀
に
な
っ
て
命
窯
、
、

砦
も
：
．
も
如
杜
吋
ふ
霊
㌣
太
。
様
相
亨
1
1

着
を
か

ま
∵
妾
て
、
奔
為
的
と
い
う
鹿
妻
を
押
し
漣
め
る
肯
、
b
ば
、
こ

の
G
形
式
の
巌
立
は
、
お
る
え
ム
呈
山
門
堆
教
学
に
錬
ら
れ

て
釆
為
の
ご
様
な
‥
ゲ
と
愚
考
す
為
の
百
あ
う
，
九
条
本
、

條
延
木
南
法
華
経
春
着
に
固
雁
東
リ
と
熟
め
ら
れ
ろ
明
覚
も

・
甘
比
叡
山
F
教
学
を
丞
云
∵
だ
め
二
∵
あ
っ
て
、
、
＼
の
臭
す
ら
も

そ
の
職
に
央
‥
ぇ
て
令
一
く
矛
鳥
は
塵
†
＼
な
．
り
「
二
毒
＝
ん
ろ
∴

と
、
＼
ろ
ご
、
志
の
桜
に
、
・
山
門
兼
l
h
奉
て
C
的
式
が
瀬
、
5

本
て
l

、
モ
て
ネ
ノ
ろ
と
、
一
、
か
ら
阜
二
門
誰
二
「
戌
担
う
百
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
、
つ
か
二
、
＼
の
臭
に
関
し
て
は
、
寺
門
塊
の
璃
矢
互

加
東
晋
料
が
鼠
出
せ
守
り
の
古
希
叩
三
昌
の
や
る
と
碍
甘
い
ク

浬
、
雪
濠
来
血
奇
ヰ
浅
草
親
付
と
l

ま
、
鞍
鞍
知
和
貴
と
考
l
Z

ら
れ
る
l

こ
も
．
係
、
ラ
か
ツ
呼
号
や
二
郡
長
二
こ
山
て
お
り
．
華
も
1
・
L

，
L
を
環
と
し
て
棟
靭
し
て
い
初
の
で
あ
っ
て
、

を
靖
、
、
．

、
＼
れ
が、
耳
は
寺
門
魂
の
昌
戯
モ
ネ
ち
と
の
．
で
あ
り
、
や
が
て



八
声
体
系
に
発
達
し
た
食
糟
ぐ
は
、
更
に
、
・
‥
　
き
、
新
濁
巧

と
し
て
認
可
し
、
環
和
束
と
同
じ
l
且
l
勒
式
に
組
二
・
さ
膿
二
？
草

に
な
フ
た
り
で
．
1
よ
な
り
ガ
と
も
塞
史
ち
ゐ
。

次

に

、

真

言

窯

に

つ

い

て

も

ー

甲

賀

な

例

が

亀

虫

せ

五

言

の
で
磯
が
桜
草
が
音
＝
九
な
∴
∵
が
＼
ノ
石
」
叫
毒
、
兎
寺
は
献
ざ
れ

て
い
ろ
④
ゆ
仏
兎
、
六
号
神
鳴
五
経
は
、
茸
に
首
で
耳
崇
増
の
加

東
に
か
か
る
も
の
と
墟
定
凄
7
ゐ
亨
が
出
来
、
吏
l
。
時
ぺ
が
呼

も
も
　
の
と
し
て
は
、
亀
に
畢
挙
げ
た
j
X
外
に
も
、
上
品
野
山
、

泉

号

音

に

多

数

の

神

乳

五

線

の

号

音

鼻

が

足

す

為

が

、

〓

牟

礼
も
合
て
、
塙
、
育
、
・
L
・
濁
、
昔
1
…
L
　
の
四
声
偉
糸
や
職

臭
さ
血
　
て
、
、
う
り
で
あ
，
て
、
、
」
れ
葺
か
ら
息
ハ
吉
宗
の
夜
長

形
、
式
き
ほ
ぼ
う
か
が
う
亨
が
出
来
る
と
為
毛
布
．
。

嘉
止
l
奇
明
由
ご
小
紋
（
宰
展
、
景
）
喝
確
？
字
音
兵
及
び
普
患

者
鞠
は
、
仝
て
請
書
、
・
し
、
濁
、
昔
、
H
 
L
　
の
呼
声
体
蜜
で

和

美

さ

れ

て

あ

り

、

廟

外

は

凪

あ

さ

九

な

り

確

を

あ

る

。

尺
上
　
1
号
書
貞
首
料
カ
ニ
T
哩
に
・
堤
普
粗
鶉
に
於
与
祁
真

譜
多
言
畢
勧
－
て
キ
た
り
ぐ
あ
る
が
．
こ
軋
を
埠
め
て
み
ろ
と
、

涌

濁

女

丁

寧

桝

し

な

＝

呵

声

確

束

を

共

韻

事

盤

に

し

て

．

大

旨

頭
の
華
き
堀
承
魚
鮫
と
諸
め
ろ
事
が
亀
末
々
の
ご
は
な
，
い
・
が

こ
考
え
ろ
。

㊥

涛

廟

泉

t
の
声
華
束
C
 
O
璃
濁
雲
脚
）
J
二
㌢
声
ヰ
永
二
‥
。
清
、
帥
埼

）
心
へ
声
体
糸
（
。
一
諸
、
0
。
ネ
稲
、
。
。
覿
濁
）

◎
九
台
密
山
門
択

泣
声
．
体
系
へ
。
清
濁
莞
申
）
⊥
甲
声
條
糸
（
。
請
、
一
喝

）
↓
八
声
錦
糸
（
。
鴇
一
本
濁
、
L
軌
瑞
、
其
残
う
つ

ト
臭
か
ら
洩
名
号
導
入
）

◎
畏
台
東
寺
門
淡

貯
声
確
桑
（
。
璃
瑠
華
甲
）
↓
①
声
條
束
C
。
請
、
。
。
濁

）
心
八
菌
東
条
（
。
請
、
芸
塙
・
名
和
濁
）

◎
尊
号
叙

砂
声
体
系
（
0
滴
濁
其
塙
）
心
呼
声
堆
魚
二
∵
。
請
、
申
濁

）

尚
、
貴
、
言
宕
l
こ
審
て
八
声
偉
糸
と
頒
翻
し
な
か
っ
た
事

l

よ
、
攻
の
如
き
廟
エ
バ
「
輝
き
龍
し
の
琉
球
に
壌
つ
て
知
ら

水
ろ
。

「
（
上
に
八
声
の
声
美
唄
が
有
り
）
或
至
千
㌦
乳
牛
斯

り
▼
l
ヒ
’

濁
本
濁
フ
入
聾
と
鞍
和
名
碍
怒
守
五
寧
虜
己
東
亜
禰
禍

ラ
．
1
、
－
ハ
ノ
八
ト

と
ー
故
柁
山
．
大
分
貯
馨
と
外
無
し
、
こ
㌔
」

責
7
ト
し
ウ
ミ
＋
り
・
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